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研究成果の概要（和文）：本研究では女性エンジニア育成の観点から中学生・高校生・大学生（高等専門学校
４・５年生）が連携しながら高度で能動的な学習に取り組むことができるようにするためには、どのような教育
プログラムを提供すべきかを検討した。ここでは協調的な問題解決スキルを身につける教育プログラムを地域連
携活動において構築した。世代の異なる者同士が集まり、プロジェクトを進めることで、学生は協調的な問題解
決スキルを身につける。また、高校生には理系進路選択を思考する機会となる。中学生にとっては科学啓蒙イベ
ントに参加し、それを科学系の部活として楽しむ機会を得ることができる。本報告はその取り組みについて示さ
れている。

研究成果の概要（英文）：In this study, the author discussed what kind of educational program should 
be offered so that students of middle schools, high schools, and colleges (fourth-year and 
fifth-year students of colleges of technology) will be able to engage in advanced active learning 
cooperatively, from the viewpoint of training female engineers. The author developed an educational 
program for acquiring a skill to solve problems cooperatively through collaborative activities with 
local communities. When people of different generations get together and proceed with a project, 
students can acquire the skill to solve problems cooperatively. This program also provides high 
school students with an opportunity to think about which science-related course they should pursue. 
Middle school students can have an opportunity to participate in science promotion events and enjoy 
them as a scientific club. This report summarizes these activities.

研究分野： 工学教育

キーワード： 科学教育　ものづくり
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

学びの場において協調的な問題解決スキ
ルを身につけさせることの必要性が問われ
ている。PISA も 2015 年からこれに関する
課題を取り扱う。21 世紀の社会を支える若者
にはこれまでに要求されていた問題解決ス
キル等に加え、ソーシャル的なスキルも必要
である。持続可能な社会を構築するにはグロ
ーバルな視野で思考でき、ローカルな観点か
ら行動していかねばならない。これらの点を
考慮した学びに必要な 21 世紀型スキルに関
する教育実践がすでに全国において始まっ
ている。申請者らの科学技術啓蒙活動もその
一つであり、そのきっかけは 2013 年 9 月 7

日の読売新聞に「科学系の部活がない中学が
73%、指導教員不足で」という記事が掲載さ
れたことからである。この記事は科学技術振
興機構（JST）が全国 500 の公立中学校を対
象にアンケート調査した結果（平成 24 年度
中学校理科教育実態調査集計結果）によるも
ので、科学部に所属している生徒は全体のわ
ずか１％。その理由で最も多いのは「学校に
科学部がない」（59％）だったとのことであ
る。ここで科学部とは天文部や生物部のよう
な科学系の部活を指している。 

 

２．研究の目的 

本研究では上述を背景に地域における科
学部の不足を補い、中学生が科学に対する興
味を育む環境整備を支援する。また、女子学
生の理工系進学が伸びてこない現状につい
ても検討する。女子学生の理系進学が伸び悩
む理由として中学生・高校生時代に、科学に
関わる機会に恵まれなかったことが考えら
れる。特に地方都市は科学系施設や科学啓蒙
活動を実施する大学（高専）が不足している。
そこで、本研究では女子高校生の理系進路選
択に寄与し、さらに地域の中学校の科学部を
応援する枠組みを構築したいと考える。 

 

３．研究の方法 

本研究では大学・高校・中学の３世代間の
学生・生徒の交流を通して科学に対して広角
的な興味を持つようにし、特に女子生徒の理
系進路選択を支援していこうというもので
ある。地域連携を基盤に３つの形態の異なる
プロジェクトを設け、それぞれのテーマによ
って大学生・高校生・中学生が交流を進める。
サイエンスカフェは小規模空間でコミュニ
ケーションを重視した科学啓蒙活動、カップ
デザインはユニバーサルデザインを体得す
るデザインプロジェクト、4D2U/Mitaka は
Mitaka を操作しながら独自のシナリオで聞
き手を壮大な宇宙の旅に誘い込む。特色ある
複合プロジェクト群は理系女子大学生（高専
４・５年生）が女子中高校生に理系の面白さ
や醍醐味を伝え、また女子高校生が大学生と
共に中学生に対して科学啓蒙活動を実施す
る。 

 

４．研究成果 
以下の３つのプロジェクト活動の実践を

通して大学・高校・中学の３世代間の学生・
生徒の交流を促進する教育プログラムを構
築した。 
１）4D2U/Mitaka を用いて宇宙について説明
するプロジェクト 
 図１に示すように女子高校生が本校常設
4D2U シアターにて４次元宇宙シミュレータ
Mitaka を操作して、一般訪問者（中学生）
に対して、女子大生の指導の下で作成した独
自のシナリオで「宇宙から見た地球」を解説
する。なお、図２に示すようにモバイル型
4D2U/Mitaka・３D 上映システム SORa を用い
ることにより同程度のシステム環境を本校
以外の場所でも提供できるように環境を整
えた。 

 

 
 
図１ 金沢工業大学４D2U 常設シアターで
高専４年生（ここでは大学生として）が見学
者に宇宙を説明する横で、説明方法をメモす
る高専２年生（ここでは高校生として）。 

 

 
 

図２ モバイル型 4D2U/Mitaka・３D 上映
システムSORaを用いて自治体の科学系イベ
ントで宇宙を説明する高専２年生（ここでは
高校生として）、図１で高専４年生（ここで
は大学生として）との交流から説明係の仕事
伝授された。 
 
２）サイエンスカフェ：『知』のフリーマー
ケットプロジェクト 
 女子高校生が女子大学生との交流を通し



て科学講座を担当し地域の方々に科学の楽
しさを伝えるイベントを推進するプロジェ
クトである。小さなブースを複数設け、各ブ
ースに２名程度のゲストが訪れる。講座の準
備から実践までを学生・生徒のチームが担当
していく。図３は自治体主催の科学系イベン
トにて実践している様子で、10 から 12 ブー
スを同時進行していく。 

 

 
 

図３ サイエンスカフェと称する学生と地
域の方々との対話型科学交流イベントで説
明する高専４年生（ここでは大学生として）
の様子である。高専２年生（ここでは高校生
として）が地域の方々の工作などの支援を担
当し、大学生の地域の方々との交流を間近で
見ながらコミュニケーションの方法を学ぶ。 

 

３）使い手の気持ちを反映させるものづく
り：カップデザインプロジェクト 
 「高齢者に使ってもらえるカップをデザイ
ンする」というプロジェクトで、大学生（高
専４・５年生）と高校生、大学生と中学生が
チームを組んで設計活動を行う。女子大生が
プロジェクトを牽引する係を担当する。図４
は中学生を連れて高齢者施設を訪問してい
る前に中学生に高齢者の身体能力を疑似体
験してもらうところである。 
 

 
 

図４ 高齢者疑似体験スーツの説明をしな
ばら中学生の着用を補助する高専４年生（こ
こでは大学生として）。 

 

図５は高齢者施設を訪問し、持参したペー

パークラフトづくりを通して高齢者の手の
動きを観察しているところである。このプロ
グラムでは高齢者との交流からカップのデ
ザインでどのような事を重視したらよいか
を見いだすことから始まる。 

 

 
 

図５ 高齢者施設にて中学生がペーパーク
ラフトを作りながら交流する場合は、近くに
高専生が同席し、円滑な交流を促進している。 

 

 図６は中学生がデザインしたカップのプ

ロトタイプを作成しているところである。加

工が簡単な断熱材スタイロフォームを使っ

てカップの形状を決めていく。 

 

 
 

図６ 中学生の工作を補助する高専４年生
（ここでは大学生として）。サンドペーパー
の使い方を説明している。 

 

 このプロジェクトでは中学生や高校生が

「高齢者に使ってもらえるカップをデザイ

ンする」という設計過程の体験を、大学生の

支援を通して進めていく。工具の使い方から

デザインの相談まで大学生は対応しており、

中学生・高校生と大学生の交流が最も盛んに

なるプロジェクトである。 
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